
令和７年度　全国学力・学習状況調査 

教科に関する調査結果及び考察について 

 

 保護者の皆様へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白河市立関辺小学校長 

  令和７年４月１７日に実施しました「全国学力・学習状況調査」の教科に関する調

 査結果及び考察についてお知らせいたします。

　この調査は、学校における児童への教育指導や学習状況の改善等に役立てることな

 どを目的としています。

  調査対象は６年生で、国語、算数、理科の３教科を実施しました。　 

　本校では、教科に関する調査結果とその考察、ならびに指導方法を改善する取組を

お知らせし、学校と保護者や地域の方々がともに手を携えて、児童の学力向上や学習

環境などの改善に取り組んで参りたいと考えておりますので、ご理解とご協力をお願

 いします。

  なお、本調査により測定できるのは、学力の一部分であること、また、学校におけ

る教育活動の一側面の結果であることをご理解ください。

 

 

 

 【本校と全国の平均正答率比較】

教 科
  全国平均 下回って やや下回 ほぼ同じ やや上回 上回って

 正 答 率 いる っている っている いる

国語 ６６.８% ○

算数 ５８．０% ○

理科 ５７．１% ○

 

 



【国語：本校と全国の領域別平均正答率比較】

領 域 全国平均正答率 下回っている やや下回っている ほぼ同じ やや上回っている 上回っている

言葉の特徴や使い方に関する事項 ７６．９% ○

情報の扱い方に関する事項 ６３．１% ○

我が国の言語文化に関する事項 ８１．２% ○

話すこと・聞くこと ６６．３% ○

書くこと ６９．５% ○

読むこと ５７．５% ○

 

【考　察】

○　「読むこと」の領域では、時間的な順序や事柄の順序を考えながら内容の大体を

　捉える問題の正答率が全国平均を大きく上回りました。読書タイムなどで本を読む

　ことが習慣化されていることが成果につながったと考えます。 

○　「情報の扱い方に関する事項」に関しては、情報と情報とを関連付けて読み取っ

　たことを説明する問題の正答率が全国平均を下回りました。今後は、複数の情報を

　整理して読む力をつけるために、必要な情報を選択したり、気付いたことを書き込

　んだり、目的に応じて図などに表したりできるよう指導をしていきます。

 

【算数：本校と全国の領域別平均正答率比較】

領 域 全国平均正答率 下回っている やや下回っている ほぼ同じ やや上回っている 上回っている

数と計算 ６２．３% ○

図　　形 ５６．２% ○

測　　定 ５４．８% ○

変化と関係 ５７．５% ○

データの活用 ６２．６% ○

 

【考　察】

○　「数と計算」の領域において、式を解答する問題や分数の計算問題の正答率は、

　全国を大きく上回りました。さらに基礎的な知識・技能が身に付けられるよう、ド

　リル問題などの計算練習に継続して取り組んでいきます。 

○　「図形」領域においては、分度器やコンパスを使って正しく作図するなど、実際

　に活動する場面を授業の中で多く取り入れるようにしていきます。また、「変化と

　関係」領域においては、数直線に表すなどして、１単位のいくつ分という考え方を

　使って数量関係を正しく捉えられるように繰り返し指導していきます。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　



【理科：本校と全国の領域別平均正答率比較】

領 域 全国平均正答率 下回っている やや下回っている ほぼ同じ やや上回っている 上回っている

エネルギー ４６．７% ○

粒　　子 ５１．４% ○

生　　命 ５２．０% ○

地　　球 ６６．７% ○

 

【考　察】

○　どの領域においても全国の平均正答率を上回ることができました。日々の授業に

　おいて、疑問・予想・実験・考察という学習の流れを大切にしながら授業を進め、

　適切にノートやカードに記録したりまとめたりする学習を継続してきた成果と考え

 　られます。

○　３年生の学習内容の定着がやや低めでした。今後は、単元のつながりをこれまで

　以上に考慮し、既習の内容を確認しながら新しい内容の学習を進めていきます。ま

　た、問題文で問われている意図を正しく読み取り、どの資料を基に考えればよいか

　判断する力・意図に合った答え方で文章を書く力の育成も課題です。文章の読解力

　とも大きく関わっているので、読んだり、書いたりする機会を多く取り入れて授業

　を進めていきます。



令和７年度　全国学力・学習状況調査 

質問紙調査結果及び考察について 

 　保護者の皆様へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白河市立関辺小学校長 
 
  「全国学力・学習状況調査」では、学習や生活の状況について質問紙による調査

 も実施しましたので、一部ですがその結果及び考察をお知らせいたします。
　特に、児童の家庭学習の取組や授業の様子に関する調査結果を公表し、学校と家

 庭・地域の協力体制を強化していくことを目的としています。
　この結果を、ぜひご家庭でも子どもさんと一緒に話し合って、家庭生活の見直し
に役立ててくださるようお願いします。

 
 １　分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫

  することはできていますか。

できている
どちらかといえば どちらかといえば 

できていない
 

できている できていない
 小 全　国 ３２．６ ４９．１ １５．３ ２．８

６ 関辺小 １６．７ ５０．０ ２７．８ ５．６
                                                         　　　　　　（単位　%） 

 【考　察】                                                                      

○　「できている」「どちらかといえばできている」と答えた児童を合わせると６割
　以上となり、「分からないことがあったときに、タブレットですぐに調べることが
　できる」という質問でも８割が「そう思う」と答えていることから、多くの児童が
　前向きに学びに向き合っている様子がうかがえます。しかし、どのように解決をし
　たらよいか、学び方が分からない児童も見られますので、どのような方法があるか

 　を提示したり、個別に声をかけたりして解決できるように支援していきます。
○　「もっと知りたい」「分かりたい」という次への意欲につながっていくような授
　業づくりを心がけていきます。また、自主学習のよい取り組みを学級全体に知らせ
　るなどして、意欲をもって自主学習にも取り組めるようにしていきます。

 
２　授業時間以外に、普段（月～金）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。 

３時間以上
 ２時間以上 １時間以上 ３０分以上 

３０分未満
 

全くしない
 

３時間未満 ２時間未満 １時間未満
 小 全　国 １２．１ １２．８ ２９．１ ２７．４ １２．９ ５．７

６ 関辺小 ５．６ １６．７ ２２．２ ５０．０ ０．０ ５．６
                                                                     （単位　%） 

 【考　察】

○　６年生の家庭学習の目安は７０分以上（学年×１０分＋１０分）としていますが、
　１時間未満の児童が５割以上となっていることは課題です。家庭学習カードを使っ
　て家庭学習の計画を立てたり、時間をチェックしたりしてきましたが、習慣化が図
　られていないと考えられます。もう一度家庭学習の意義について確認し、計画の仕

 　方についてもアドバイスしていきます。
○　ご家庭でも「ふくしまの家庭学習スタンダード」を活用しながら、励ましの声か
　けをお願いいたします。

 



 ３　学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習に
 　つなげることができていますか。

当てはまる
どちらかといえば どちらかといえば 

当てはまらない当てはまる 当てはまらない
 小 全　国 ３１．２ ４８．２ １７．１ ３．３

６ 関辺小 １１．１ ４４．４ ３８．９ ５．６
                                                                     （単位　%） 

 【考　察】

○　普段の授業の中で学習を振り返る時間を設定し、分かったことや分からなかっ
　たことを見つめ直すことができるようにしています。徐々に自分の言葉でその授
　業で学んだことをまとめることができるようになってきています。今後も振り返
　る時間を継続し、次の学習につなげることができるように指導していきます。 
○　算数科では、最後に練習問題に取り組むことで「本当に分かったのか」を確か
　めることができるようにしています。「分かった」という実感がもてるよう、今後
　も継続していきます。

 
 

 ４　地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか。      

当てはまる
 どちらかといえば どちらかといえば 

当てはまらない当てはまる 当てはまらない
 小 全　国 ３３．８ ４７．５ １４．２ ４．４

６ 関辺小 ５．６ ５５．６ ２２．２ １６．７
                                                                     （単位　%） 

 【考　察】                                                                     

○　「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた児童を合わせても６１
　％と全国平均を大きく下回る結果となりました。「人の役に立つ人間になりたいと
　思うか」という質問に対しての回答も全国平均を下回っており、これまでに「役
　に立ってよかった」と感じた経験が十分ではなかったのではないかと考えられま
　す。最高学年として、学校のために、下級生のために頑張っている今の姿をしっ
　かりと認め、社会の一員としての役割を考えることができるように働きかけてい
　きます。 
○　運営ビジョンでもお知らせしたように、本校では、保護者・地域・関係団体と
　の連携を図り、体験活動の充実を図っていくことに力を入れています。今後もそ
　ういった活動の中で地域とのつながりをもち、地域を大切に思う心を育てていき
　ます。


